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1. 2027年3月期第2四半期（中間期）の連結業績（2026年4月1日～2026年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年3月期中間期 30,920 20.4 8,569 41.0 8,616 38.7 5,905 37.5

2026年3月期中間期 25,674 11.4 6,079 37.3 6,211 44.9 4,294 46.8

（注）包括利益 2027年3月期中間期　　6,411百万円 （55.7％） 2026年3月期中間期　　4,118百万円 （11.4％）

1株当たり中間純利益
潜在株式調整後

1株当たり中間純利益
円 銭 円 銭

2027年3月期中間期 57.46 ―

2026年3月期中間期 41.79 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2027年3月期中間期 76,894 64,765 84.2

2026年3月期 75,373 63,217 83.1

（参考）自己資本 2027年3月期中間期 64,765百万円 2026年3月期 62,644百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年3月期 ― 0.00 ― 32.00 32.00

2027年3月期 ― 0.00

2027年3月期（予想） ― 35.00 35.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2027年 3月期の連結業績予想（2026年 4月 1日～2027年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 61,000 5.2 15,500 5.9 15,500 2.5 10,800 2.0 105.08

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2027年3月期中間期 105,149,520 株 2026年3月期 105,149,520 株

② 期末自己株式数 2027年3月期中間期 2,358,349 株 2026年3月期 2,375,340 株

③ 期中平均株式数（中間期） 2027年3月期中間期 102,781,461 株 2026年3月期中間期 102,763,266 株

※ 第2四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等につきましては、添付
資料２ページ「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

　当中間連結会計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善などを背景に緩やかな回復基調が継続してお

ります。一方で、中東情勢をはじめとした地政学リスクや為替相場の変動、自然災害の影響など、依然として先行

き不透明な状況にあります。

　当社グループが属する業界においては、生成ＡＩ関連を中心に高い成長が引き続き見込まれる中、先端半導体需

要の高まりを背景に、半導体メーカーの設備投資が加速しております。

　このような状況の中、当社グループのエレクトロニクス関連事業において、顧客の設備投資に伴い需要が発生す

るイニシャル部門（特殊ガス供給装置製造、供給配管設計施工）は、主要顧客である半導体工場における設備投資

の継続により好調に推移しました。

　また、顧客の生産活動に伴い継続的な需要が発生するオペレーション部門（特殊ガス販売管理業務、技術サービ

ス等）は、主要顧客である半導体工場において高水準の生産活動が継続されたことにより、特殊ガス販売、半導体

製造装置メンテナンス及び半導体製造装置部品の製造・販売を中心に好調に推移しました。

　グラフィックスソリューション事業においては、デジタルサイネージ向け関連製品やグラフィック・デジタルビ

デオ関連製品を中心に好調に推移しました。

　太陽光発電事業では、三重県内で３か所の太陽光発電所が稼働しております。

　この結果、当中間連結会計期間における売上高は30,920百万円（前年同期比20.4％増）、営業利益は8,569百万

円（前年同期比41.0％増）、経常利益は8,616百万円（前年同期比38.7％増）、親会社株主に帰属する中間純利益

は5,905百万円（前年同期比37.5％増）となりました。

①　エレクトロニクス関連事業

　当セグメントにおいては、売上高は29,860百万円（前年同期比20.3％増）、セグメント利益は9,061百万円

（前年同期比37.3％増）となりました。

②　グラフィックスソリューション事業

　当セグメントにおいては、売上高は950百万円（前年同期比28.2％増）、セグメント利益は157百万円（前年同

期比18.7％増）となりました。

③　太陽光発電事業

　当セグメントにおいては、売上高は110百万円（前年同期比9.6％減）、セグメント利益は72百万円（前年同期

比13.0％減）となりました。

（２）当中間期の財政状態の概況

（資産の部）

　当中間連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ1,521百万円増加し、76,894百万円とな

りました。これは主に受取手形、売掛金及び契約資産が4,635百万円減少したものの、現金及び預金が6,057百万

円増加したことによります。

（負債の部）

　当中間連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ25百万円減少し、12,129百万円となりまし

た。これは主に流動負債のその他に含まれる契約負債が431百万円増加、退職給付に係る負債が283百万円増加した

ものの、未払費用が465百万円減少、未払金が381百万円減少したことによります。

（純資産の部）

　当中間連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ1,547百万円増加し、64,765百万円と

なりました。これは主に子会社株式の追加取得などにより資本剰余金が1,016百万円、非支配株主持分が573百万

円それぞれ減少、配当金3,288百万円の支払いがあったものの、親会社株主に帰属する中間純利益5,905百万円の

計上により、利益剰余金が2,687百万円増加したことによります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想につきましては、2026年５月13日付「2026年３月期決算短信」にて公表いたしました通期の連結業

績予想から修正を行っておりません。なお、業績予想は現時点で入手可能な情報に基づいておりますが、主要顧客

の設備投資スケジュールの変更、顧客工場における稼働率の大幅な変化などにより、今後の事業活動及び経営成績

に影響を及ぼす可能性があります。
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 21,618 27,676

受取手形、売掛金及び契約資産 26,084 21,449

商品及び製品 1,728 1,912

仕掛品 2,504 3,035

原材料及び貯蔵品 3,604 3,632

その他 343 553

貸倒引当金 △1 △0

流動資産合計 55,882 58,258

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 10,949 10,768

その他（純額） 4,034 4,090

有形固定資産合計 14,984 14,859

無形固定資産

のれん 664 614

その他 872 896

無形固定資産合計 1,536 1,510

投資その他の資産

リース債権及びリース投資資産 67 54

その他 3,009 2,313

貸倒引当金 △108 △101

投資その他の資産合計 2,968 2,266

固定資産合計 19,490 18,636

資産合計 75,373 76,894

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,090 4,155

未払金 1,070 688

未払費用 1,137 672

未払法人税等 2,784 2,851

賞与引当金 725 826

その他 815 1,143

流動負債合計 10,624 10,337

固定負債

リース債務 158 137

退職給付に係る負債 1,159 1,442

資産除去債務 32 33

その他 180 179

固定負債合計 1,530 1,792

負債合計 12,155 12,129

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,317 1,317

資本剰余金 1,869 852

利益剰余金 58,824 61,511

自己株式 △1,002 △994

株主資本合計 61,009 62,686

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 301 561

為替換算調整勘定 1,393 1,564

退職給付に係る調整累計額 △59 △47

その他の包括利益累計額合計 1,635 2,078

非支配株主持分 573 －

純資産合計 63,217 64,765

負債純資産合計 75,373 76,894
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(単位：百万円)

前中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
至　2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2026年４月１日
至　2026年９月30日)

売上高 25,674 30,920

売上原価 17,041 19,589

売上総利益 8,633 11,331

販売費及び一般管理費 2,554 2,761

営業利益 6,079 8,569

営業外収益

受取利息 40 68

受取配当金 5 7

持分法による投資利益 33 0

為替差益 22 －

受取賃貸料 9 7

助成金収入 6 8

その他 20 5

営業外収益合計 136 98

営業外費用

支払利息 2 5

為替差損 － 44

不動産賃貸費用 1 0

その他 0 1

営業外費用合計 4 52

経常利益 6,211 8,616

特別利益

固定資産売却益 0 0

特別利益合計 0 0

特別損失

固定資産除売却損 8 1

ゴルフ会員権評価損 － 0

ゴルフ会員権売却損 － 0

特別損失合計 8 2

税金等調整前中間純利益 6,203 8,613

法人税、住民税及び事業税 1,807 2,683

法人税等調整額 71 △16

法人税等合計 1,879 2,667

中間純利益 4,324 5,945

非支配株主に帰属する中間純利益 29 40

親会社株主に帰属する中間純利益 4,294 5,905

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）
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(単位：百万円)

前中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
至　2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2026年４月１日
至　2026年９月30日)

中間純利益 4,324 5,945

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 58 260

為替換算調整勘定 △279 193

退職給付に係る調整額 15 11

その他の包括利益合計 △205 466

中間包括利益 4,118 6,411

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 4,128 6,349

非支配株主に係る中間包括利益 △9 62

（中間連結包括利益計算書）
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(単位：百万円)

前中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
至　2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2026年４月１日
至　2026年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 6,203 8,613

減価償却費 572 664

のれん償却額 69 73

貸倒引当金の増減額（△は減少） △15 △9

賞与引当金の増減額（△は減少） △211 4

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 86 85

受取利息及び受取配当金 △45 △76

支払利息 2 5

為替差損益（△は益） 12 2

固定資産除売却損益（△は益） 7 1

売上債権の増減額（△は増加） 4,521 4,975

棚卸資産の増減額（△は増加） △1,212 △639

リース債権及びリース投資資産の増減額（△は増

加）
145 69

仕入債務の増減額（△は減少） △477 3

前渡金の増減額（△は増加） △19 △70

その他 790 △837

小計 10,432 12,865

利息及び配当金の受取額 44 82

利息の支払額 △2 △5

法人税等の支払額 △2,346 △2,800

営業活動によるキャッシュ・フロー 8,128 10,141

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △4,150 △6,370

定期預金の払戻による収入 1,307 4,934

有形固定資産の取得による支出 △270 △407

無形固定資産の取得による支出 △7 △21

子会社株式の取得による支出 △1,107 －

その他 4 11

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,223 △1,852

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △2,466 △3,288

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得に

よる支出
－ △1,689

その他 △46 △51

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,512 △5,029

現金及び現金同等物に係る換算差額 △11 44

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,379 3,304

現金及び現金同等物の期首残高 14,945 15,648

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 1,260

現金及び現金同等物の中間期末残高 16,325 20,212

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書
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(単位：百万円)

報告セグメント
合計

エレクトロニクス
関連事業

グラフィックス
ソリューション事業

太陽光発電事業

売上高

外部顧客への売上高 24,811 741 121 25,674

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － －

計 24,811 741 121 25,674

セグメント利益 6,598 132 83 6,814

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 6,814

全社費用(注) △747

その他 11

中間連結損益計算書の営業利益 6,079

（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間(自　2025年４月１日　至　2025年９月30日)

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

２　報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と中間連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異

調整に関する事項)

(注)　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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(単位：百万円)

報告セグメント
合計

エレクトロニクス
関連事業

グラフィックス
ソリューション事業

太陽光発電事業

売上高

外部顧客への売上高 29,860 950 110 30,920

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － －

計 29,860 950 110 30,920

セグメント利益 9,061 157 72 9,291

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 9,291

全社費用(注) △725

その他 4

中間連結損益計算書の営業利益 8,569

Ⅱ　当中間連結会計期間(自　2026年４月１日　至　2026年９月30日)

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

２　報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と中間連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異

調整に関する事項)

(注)　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、2026年７月30日付で、連結子会社であるGBS（SINGAPORE） PTE. LTD.の株式を追加取得いたしました。こ

の結果、当中間連結会計期間において、資本剰余金が1,053百万円減少しております。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。
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取得の対価　　現金 10百万米ドル(1,689百万円)

取得原価 10百万米ドル(1,689百万円)

（企業結合等関係）

（共通支配下の取引等）

子会社株式の追加取得

当社は、2026年７月23日開催の取締役会において、連結子会社であるGBS（SINGAPORE） PTE. LTD.の株式を追加取得し

完全子会社化することを決議し、2026年７月30日付で当該株式を追加取得いたしました。

１　取引の概要

(1)結合当事企業の名称及びその事業の内容

結合当事企業の名称　GBS（SINGAPORE）PTE. LTD.

事業の内容　　　　　半導体製造装置部品の販売・車載用ビジョンシステムの販売等

(2)企業結合日

2026年７月30日（株式取得日）

2026年９月30日（みなし取得日）

(3)企業結合の法的形式

非支配株主からの株式取得

(4)結合後企業の名称

変更はありません。

(5)その他取引の概要に関する事項

追加取得した株式の議決権比率は30％であり、当該取引により同社を当社グループの完全子会社といたしました。

当該追加取得は、当社グループを取り巻く事業環境の変化に迅速かつ的確に対応するとともに、グループ内の連携

及び経営基盤の一層の強化を図るためであります。

２　実施した会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 2019年１月16日）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会

計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 2019年１月16日）に基づき、共通支配下の取引等のうち、

非支配株主との取引として処理しております。

３　子会社株式の追加取得に関する事項

取得原価及び対価の種類ごとの内訳
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